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奈
良
県
印
刷
工
業
組
合

平
成
30
年
度
通
常
総
会
議
事
録

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会

平
成
30
年
度
総
会

●
日
時 
平
成
30
年
５
月
29
日
午
前
11
時

●
場
所  

奈
良
市
「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
」

●
出
席　

33
人

　
（
内
訳
本
人
出
席
15
人
、
委
任
状
出
席
18
人
）

〔
議
事
の
経
過
の
要
領
〕

  

定
刻
、
理
事
堀
井
清
孝
が
司
会
者
と

な
り
本
総
会
に
お
け
る
議
長
選
出
の
方

法
を
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
島
岡
亮
博
が

議
長
と
し
て
選
任
さ
れ
就
任
し
た
。

　

議
長
は
本
総
会
の
出
席
者
を
調
査
の

上
、
本
総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
旨
を

述
べ
、
た
だ
ち
に
議
案
の
審
議
に
入
る
。

第
１
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
並
び

に
経
過
報
告
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
平
成
29
年

度
の
事
業
報
告
を
さ
せ
、
議
場
に
は
か

っ
た
処
、
満
場
意
義
な
く
こ
れ
を
承
認

し
た
。

第
２
号
議
案　

平
成
29
年
度
決
算
収
支

書
の
承
認
に
つ
い
て

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
下
記
の
平
成

29
年
度
の
決
算
収
支
書
を
報
告
さ
せ

た
。

　

１
．財
産
目
録	

２
．事
業
報
告
書

　

３
．貸
借
対
照
表	

４
．損
益
計
算
書

　

５
．剰
余
金
処
分
案

　

つ
い
で
監
事
花
松
憲
一
は
、
上
記
の
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も

じ

く

書
類
を
詳
細
に
調
査
し
た
処
、
い
ず
れ

も
正
確
適
正
で
あ
っ
た
旨
を
報
告
し
、

議
場
に
は
か
っ
た
処
、
満
場
意
義
な
く

こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
３
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
平
成
30
年

度
の
事
業
計
画(

案)

を
詳
細
に
わ
た

っ
て
説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を
議
場
に

は
か
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を

承
認
可
決
し
た
。

第
４
号
議
案　

平
成
30
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
平
成
30
年

度
の
収
支
予
算(

案)

を
詳
細
に
わ
た

っ
て
説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を
議
場
に

は
か
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を

承
認
可
決
し
た
。

第
５
号
議
案　

役
員
任
期
満
了
に
つ
き

後
任
者
選
任
の
件

　

議
長
は
当
組
合
の
役
員
全
員
が
平
成

30
年
５
月
29
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
が

改
選
の
必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
、
こ
の

改
選
方
法
を
指
名
推
薦
で
行
い
た
い
旨

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
賛
成

し
た
の
で
選
考
委
員
は
次
の
と
お
り
理

事
、
監
事
を
選
出
し
、
ま
た
議
場
は
全

員
当
選
と
可
決
決
定
し
た
。

　

平
成
30
年
6
月
22
日
午
後
1
時
よ
り

滋
賀
県
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津
で
30
年

度
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

会
議
に
は
近
畿
の
各
工
組
か
ら
71
名

の
参
加
が
あ
り
、
担
当
工
組
で
あ
る
滋

賀
工
組
大
森
理
事
長
の
開
催
の
挨
拶
が

あ
り
、
つ
づ
い
て
地
区
協
の
中
西
会
長
、

次
期
地
区
協
会
長
に
決
ま
っ
た
東
條
秀

樹
氏
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
議
長
選
出
は
大
森
理
事
長
に
決

ま
り
、
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
の

平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
剰
余
金

処
分
案
承
認
の
件
、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案
並
び
に
経

費
の
賦
課
金
徴
収
方
法
承
認
の
件
と
、

第
3
号
議
案
、
第
4
号
議
案
の
役
員
選

中西地区協会長 滋賀工組大森理事長
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出
の
件
、
委
員
会
委
員
長
選
出
の
件
、

第
5
号
議
案
の
平
成
31
年
度
総
会
の
開

催
工
組
承
認
の
件
が
中
尾
事
務
局
長
よ

り
報
告
が
あ
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て

こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。
次
回
の
地
区

協
の
総
会
は
和
歌
山
県
工
組
の
担
当
に

決
ま
っ
た
。

　

つ
づ
い
て
全
印
工
連
細
井
副
会
長
よ

り
挨
拶
の
後
、
推
進
事
業
等
に
つ
い

作
道
全
印
工
連
副
会
長
よ
りH

appy 
Industry

の
説
明
が
あ
り
、
幸
せ
な
働

き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
小
野
常

務
理
事
よ
り
、
最
後
に
池
尻
専
務
理
事

よ
り
全
印
工
連
の
事
業
概
要
に
つ
い
て

基
本
方
針
の
解
説
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
理
事
長
会
と
各
５
分
科
会

に
分
か
れ
、
委
員
長
を
中
心
に
会
議
が

行
わ
れ
た
。

◆
経
営
革
新
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

委
員
長　

中
島　

武
宣

　

本
年
度
の
経
営
革
新
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
、「
組
合
員

企
業
の
事
業
継
続
を
目
的
に
、
事
業
承

継
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
事
業
承
継

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
頒
布
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
行
う
。
ま
た
、
経
営
革
新
に
よ

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
他
、
決
算
書
を

基
に
し
た
事
業
計
画
の
立
案
を
目
指
す

『
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ
』
を
開
催
す
る

な
ど
経
営
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
は
『
共

創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
』
の
登
録
を
促

進
し
、
先
進
的
な
情
報
を
得
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
め
る

と
と
も
に
、
異
業
種
や
海
外
印
刷
業
界

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
例
を
調
査
・
紹

介
す
る
等
の
情
報
発
信
を
行
う
」
と
説

明
が
あ
っ
た
。

１
．
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
等

　

4
月
ま
で
の
実
行
支
援
契
約
は
1

件
。
内
容
は
事
業
承
継
及
び
資
本
戦
略

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
で

あ
る
。
問
合
せ
は
全
国
で
40
件
（
東
北

2
、
中
部
5
、
関
東
2
、
東
京
16
、
近

畿
6
、
中
国
4
、
九
州
5
）。
内
容
は
、

企
業
の
提
携
、
Ｍ
＆
Ａ
の
売
却
相
談
、

親
族
内
承
継
相
談
、
Ｅ
Ｂ
Ｏ
（
エ
ン
プ

ロ
イ
ー
・
バ
イ
ア
ウ
ト
、
従
業
員
買
収

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）
の
相
談
等
で
あ

る
。　

２
．
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
配
信

　

モ
ノ
ク
ロ
を
カ
ラ
ー
化
し
た
。
現
在

の
登
録
数
は
70
社
。
多
く
の
企
業
が
登

録
し
な
い
と
活
性
化
し
な
い
の
で
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
な
お
、
近
畿
地
区

か
ら
の
要
望
と
し
て
、
掲
載
後
の
効
果

な
ど
成
功
事
例
を
公
開
し
て
欲
し
い
と

依
頼
し
て
い
る
。

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
組
合

員
価
格
税
込
３
、０
０
０
円
、
工
組
へ

の
手
数
料
５
０
０
円(

工
組
か
ら
発
注

の
場
合)

、
一
般
価
格
５
、０
０
０
円
）

の
周
知
・
頒
布

　

事
業
承
継
を
啓
発
す
る
た
め
の
冊
子

「
印
刷
業
界
の
た
め
の
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
刊
し
た
。
ご
購
入
の

う
え
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
に
使
う
な

ど
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

印
刷
業
界
は
倒
産
よ
り
廃
業
が
多

い
。
調
査
機
関
の
２
０
１
６
年
の
発
表

に
よ
る
と
、
対
象
４
０
０
０
社
の
内
、

60
歳
以
上
の
経
営
者
の
約
過
半
数
（
個

人
事
業
者
に
限
る
と
約
7
割
）
が
廃
業

を
予
定
し
て
い
る
と
の
結
果
だ
っ
た
。

事
業
承
継
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
親
族
内

外
の
引
き
継
ぎ
事
例
が
多
数
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
。
京
都
で
は

小野常務理事

助
成
金
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画

し
、
受
講
事
業
所
へ
の
無
償
頒
布
を
検

討
し
て
い
る
。
講
師
は
全
印
工
連
と
提

携
し
て
い
る
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

に
も
依
頼
で
き
る
が
、
実
際
に
Ｍ
＆
Ａ

の
実
践
を
進
め
て
い
る
企
業
の
経
営
者

が
最
適
で
あ
り
、
受
け
て
い
た
だ
け
る

な
ら
、
全
印
工
連
の
福
田
経
営
革
新
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
長
に
お
願
い
す
る

の
が
一
番
良
い
と
思
う
。
ま
た
、「
勝
ち

残
り
合
宿
ゼ
ミ
」
は
自
社
の
決
算
書
を

分
析
す
る
の
で
事
業
承
継
の
勉
強
に
な

る
。
後
継
者
に
参
加
を
お
勧
め
い
た
だ

き
た
い
。

（
意
見
交
換
）

○
一
般
の
コ
ン
サ
ル
会
社
は
相
談
だ
け

で
費
用
が
発
生
す
る
が
、
山
田
コ
ン
サ

ル
は
実
際
に
動
く
ま
で
無
料
で
あ
る
。

調
査
機
関
の
調
べ
で
は
、
倒
産
・
廃
業

企
業
の
う
ち
、
廃
業
は
78
％
で
半
分
が

黒
字
で
あ
る
。

○
事
業
承
継
に
際
し
て
は
、
相
続
者
と

被
相
続
者
の
株
の
配
分
、
売
却
に
際
す

る
資
金
の
行
先
な
ど
、
規
定
を
作
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
後
で
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因

に
な
る
。

　

Ｍ
＆
Ａ
に
支
障
無
き
よ
う
株
の
所
有

者
等
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
用

だ
。

○
地
方
で
は
事
業
承
継
が
、
組
合
よ
り
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銀
行
や
商
工
会
議
所
、
税
理
士
に
相
談

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
う
。

○
大
阪
商
工
会
議
所
の
調
べ
で
は
、
60

歳
以
上
の
代
表
者
の
中
で
後
継
者
を
決

め
て
い
る
の
は
40
％
に
過
ぎ
な
い
。

○
廃
業
は
非
組
合
員
に
多
く
、
組
合
員
は

新
た
に
青
年
部
を
作
る
な
ど
後
継
者
の

い
る
企
業
が
多
い
。
組
合
に
相
談
で
き

な
い
場
合
は
商
工
会
議
所
等
へ
の
相
談

に
導
い
て
い
く
こ
と
が
必
用
だ
と
思
う
。

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
中
で
、
欧

米
印
刷
業
界
の
調
査
・
研
究
が
記
さ
れ

て
い
る
。
最
先
端
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
は
欧
米
が
一
歩
進
ん
で
い
る
が
、

印
刷
物
の
消
費
を
世
界
全
体
で
見
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
が
圧
倒
的
に

増
え
て
く
る
と
思
う
。
ア
ジ
ア
圏
の
印

刷
会
社
が
ど
れ
だ
け
増
え
て
き
て
い
る

の
か
、
日
本
の
印
刷
業
界
へ
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
等
も
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
全
印
工

連
に
要
望
す
る
。

◆
組
織
・
共
済
委
員
会

１
．
各
共
済
制
度
の
加
入
状
況

　

各
共
済
制
度
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。（
４
月
1
日
現
在
）

 

「
生
命
共
済
制
度
」
加
入
事
業
所

数
１
、
４
１
８
社
、
加
入
者
数
で

１
６
、２
１
２
人
、
加
入
契
約
額
は

２
９
８
億
２
、４
０
０
万
円
で
前
年
と

比
べ
微
減
し
て
い
る
。

「
設
備
共
済
制
度
」

全
国
の
加
入
事
業
所
は
３
６
５
社
、
そ

の
内
オ
プ
シ
ョ
ン
の
地
震
災
害
コ
ー
ス

に
は
38
社
が
加
入
し
て
い
る
。
6
月
18

日
に
起
き
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
、
近
畿
地
区
に
つ
い
て

地
震
災
害
コ
ー
ス
は
新
規
加
入
は
停
止

す
る
。

「
医
療
・
が
ん
共
済
制
度
」

加
入
状
況
は
医
療
補
償
が
２
０
７
名
、

が
ん
保
障
が
54
名
で
、
が
ん
保
障
は
加

入
者
が
倍
増
し
て
い
る
も
の
の
延
べ
計

２
１
６
名
で
、
目
標
加
入
者
数
５
０
０

名
の
半
数
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

委
員
会
は
、
新
し
く
近
畿
地
区
印
刷

評
議
会
の
委
員
長
に
就
任
さ
れ
た
和
歌

山
工
組
の
清
水
委
員
長
の
新
任
の
挨
拶

か
ら
は
じ
ま
り
、
副
委
員
長
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
大
阪
工
組
の
安
平
氏
が
就

任
さ
れ
る
こ
と
で
決
定
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
工
組
出
席
者
の
自
己

紹
介
が
あ
り
、
委
員
会
審
議
の
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
改
め
て
環
境
委
員
会
に
つ
い

て
、
清
水
委
員
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
労
務
委
員
会
で
は
、
印
刷
会
社

の
環
境
対
応
の
改
善
や
労
務
管
理
を
支

援
す
る
為
、
法
令
の
周
知
及
び
関
連
情

報
の
収
集
・
提
供
を
進
め
て
い
る
。
環

境
対
策
で
は
、
環
境
関
連
法
規
や
作

業
環
境
関
連
法
規
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
及

び
開
催
、「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
制
度
」
の
普
及
拡
大
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
取
得
支
援
事
業
「
環
境
経

営
印
刷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
周
知
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
関
連
し

て
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器
の
販
売
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
認
定
の
前
段
階

と
し
て
全
印
工
連
が
運
営
す
る
認
定
制

度
「
環
境
推
進
工
場
登
録
」
に
つ
い
て

は
、
登
録
に
向
け
た
支
援
を
積
極
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
認
定
取
得
及

び
日
印
産
連
の
「
印
刷
産
業
環
境
優
良

工
場
表
彰
」
参
加
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
推
進
し
て
い
く
。　

労
務
対
策
で
は
、
働
き
方
改
革
に
よ
る

労
働
基
準
法
の
改
正
に
つ
い
て
周
知
を

図
り
、
そ
の
他
労
働
関
連
法
令
・
労
働

安
全
衛
生
法
の
最
新
情
報
の
提
供
に
よ

り
、
適
切
な
労
務
管
理
と
従
業
員
の
健

康
障
害
防
止
を
図
る
。
ま
た
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
と
「
モ
デ
ル
就

業
規
則
セ
ミ
ナ
ー
」
を
共
同
開
催
す
る
。

　

説
明
後
、
Ｇ
Ｐ
認
定
・
環
境
推
進
工

場
登
録
事
業
の
取
得
状
況
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警

報
器
の
購
入
状
況
に
つ
い
て
、
各
工
組

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
奈
良
工
組

は
、
Ｇ
Ｐ
認
定
０
社
、
環
境
推
進
工
場

１
社
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器
購
入
数
５
台
と

い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。
和
歌
山
工
組

で
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器
（
１
台
）
を
工

組
で
購
入
し
、
工
組
内
で
順
次
使
用
さ

れ
る
と
の
事
で
し
た
。
日
印
産
連
の「
化

学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
の
普
及
に
つ
い

て
は
、
日
印
産
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
活
用
し
て
頂
き
た

い
と
の
事
で
す
。「
環
境
推
進
工
場
登

録
」
に
つ
い
て
は
、
講
習
会
実
施
要
件

と
し
て
、
参
加
企
業
５
社
以
上
12
社
以

内
と
な
っ
て
お
り
、「
各
工
組
の
垣
根

を
超
え
た
か
た
ち
で
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
直
近
で
は
、
大
阪
工
組
で
、
今

年
度
中
に
講
習
会
を
実
施
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
工
組
に
お

い
て
は
、
環
境
推
進
工
場
登
録
に
か
か

◆
環
境
・
労
務
委
員
会

委
員
長　

吉
川　
　

均

る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
区
か
ら
助

成
金
を
頂
い
て
お
ら
れ
る
と
の
話
が
あ

り
、
各
工
組
に
お
い
て
は
、
各
地
域
の

団
体
中
央
会
等
に
相
談
を
さ
れ
た
方
が

良
い
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
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「
災
害
補
償
制
度
」

「
労
災
補
償
コ
ー
ス
」
は
１
０
３
社
・
３
、

５
９
１
名
、「
傷
害
補
償
コ
ー
ス
」
は
18

社
の
加
入
で
あ
る
。

「
経
営
者
退
職
功
労
金
制
度
」

全
国
の
加
入
事
業
所
は
65
社
、
加
入
者

数
は
１
２
９
名
、
契
約
口
数
は
３
５
３

口(

１
口
1
万
円)

。
こ
の
制
度
は
共
済

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
外
で
あ
る
。

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
組
合
員
台
帳
調
査
の
実
施

　

本
年
度
は
調
査
の
実
施
年
度
に
な
っ

て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
８

月
上
旬
に
組
合
員
企
業
に
配
布
し
、
９

月
末
ま
で
に
取
り
ま
と
め
全
印
工
連
提

出
と
な
っ
て
い
る
。
前
回
の
調
査
よ

り
調
査
票
の
太
枠
で
囲
っ
た
必
須
記
入

項
目
は
た
っ
た
２
項
目
だ
け
と
最
小
限

に
絞
っ
て
い
る
た
め
、
高
い
回
収
率
を

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

〔
協
議
事
項
〕

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
方
法
等
に
つ
い

て
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
4
点
。

①
加
入
者
数
が
増
え
れ
ば
割
安
な
掛
金

な
ど
団
体
契
約
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。

②
各
制
度
の
工
組
交
付
金
が
経
済
事
業

と
し
て
組
合
財
政
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
委
託
保
険
会
社
と
工
組
が
連
携
し
な

が
ら
加
入
促
進
し
な
け
れ
ば
加
入
者
増

は
見
込
め
な
い
。

④
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
重
点
工
組
の
み
で

な
く
、
47
都
道
府
県
全
体
で
毎
年
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
畿
地
区
の
30

年
度
重
点
工
組
は
大
阪
と
兵
庫
だ
が
、

先
述
の
通
り
他
の
工
組
も
加
入
促
進
に

ご
注
力
い
た
だ
き
た
い
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
：
平
成
30
年
9

　

月
1
日
～
31
年
3
月
31
日

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
制
度
：
生
命
共

　

済
、
設
備
共
済
、
医
療
・
が
ん
共
済

　

尚
、
生
命
共
済
に
つ
い
て
は
目
標
加

　

入
率
を
35
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
教
育
・
研
修
委
員
会

委
員
長　

堀
井　

清
孝

１
．新
印
刷
営
業
講
座
・
印
刷
営
業
士

認
定
試
験
の
実
施

　

印
刷
営
業
講
座
に
つ
い
て
は
、『
印

刷
営
業
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
ス
キ
ル
』

と
し
て
、「
提
案
営
業
・
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
知
識
」
と
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
知
識
」
の
習
得
に
重
点
を
置
い

た
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
講
座
内
容
の
他
に
開
催
費
用

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
各
工
組
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
見
直
し
が
行

わ
れ
、
受
講
者
・
受
験
者
が
増
え
る
ほ

ど
工
組
の
収
益
性
が
増
し
、
従
来
よ
り

も
講
座
の
開
催
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

印
刷
営
業
士
認
定
試
験
に
つ
い
て

も
、
知
識
試
験
で
は
単
語
の
記
述
式
問

題
の
導
入
、
技
能
試
験
で
は
従
来
の
積

算
見
積
課
題
に
加
え
、
新
た
に
提
案
型

営
業
の
課
題
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
関
す
る
記
述
式
問
題
を
導
入
す
る
こ

と
と
な
り
、
講
座
内
容
に
対
応
し
た
見

直
し
が
行
わ
れ
た
。

２
．今
年
度
よ
り
、
全
印
工
連
特
別
ラ
イ

セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
・
普
及
を

教
育
研
修
委
員
会
が
行
う
事
と
な
り
、

各
工
組
に
お
け
る
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
契
約
数
を
増
や
す
た
め
に

も
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。

３
．組
合
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
周
知
・
啓
発

　

教
育
研
修
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府

に
よ
る
「
働
き
方
改
革
」
に
対
応
す
る

人
事
評
価
セ
ミ
ナ
ー
が
今
年
度
新
た
に

企
画
さ
れ
た
。
講
師
料
・
交
通
費
は
無

料
、
少
人
数
で
も
開
催
で
き
る
の
で
、

実
務
的
な
話
が
聞
け
る
機
会
と
し
て
、

工
組
で
の
開
催
を
検
討
頂
き
た
い
。

〔
報
告
事
項
〕

１
．平
成
28
年
度
技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ

Ｔ
Ｐ
作
業
合
格
者
数

　

昨
年
度
、
技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ

Ｐ
作
業
は
18
都
道
府
県
・
１
９
１
名
の

受
検
申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
91
名
が

合
格
し
た
。
こ
れ
は
技
能
検
定
継
続
的

実
施
の
最
低
条
件
で
あ
る
１
０
０
名
を

大
き
く
上
回
る
結
果
で
あ
り
、
今
年
度

も
後
期
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

２
．技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作
業
受

検
料
の
減
額
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
技
能
検
定
の
実

技
試
験
受
検
料
が
35
歳
未
満
の
若
者
を

対
象
に
最
大
９
、０
０
０
円
減
額
さ
れ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
29
年
度
後
期

試
験
か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り
、
技
能

検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作
業
の
１
級
は

対
象
に
な
ら
な
い
が
、
２
級
は
減
額
の

対
象
と
な
る
。

　

技
能
士
に
合
格
し
た
従
業
員
が
在
籍

す
る
組
合
員
、
技
能
検
定
実
施
に
協
力

し
た
組
合
員
・
工
組
は
是
非
活
用
を
検

討
し
て
下
さ
い
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会hom

epage

「
技

の
と
び
ら
―
技
能
検
定
制
度
等
に
係
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
あ
る
。

４
．総
合
求
人
サ
イ
ト「
イ
ー
ア
イ
デ
ム
」

特
別
プ
ラ
ン
の
案
内

　

㈱
ア
イ
デ
ム
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
総

合
求
人
サ
イ
ト
「
イ
ー
ア
イ
デ
ム
」
に

て
組
合
員
価
格
で
求
人
を
掲
載
で
き
る

特
別
プ
ラ
ン
を
全
国
へ
展
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
概
要
は
、
掲
載
で
き
る
画

像
数
や
内
容
量
に
よ
り
異
な
り
、
ハ
イ
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グ
レ
ー
ド
プ
ラ
ン
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ

ラ
ン
を
通
常
の
６
割
引
の
価
格
で
利
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
求
人
掲
載
の
依

頼
を
受
け
る
と
、
ア
イ
デ
ム
の
営
業
拠

点
の
あ
る
地
域
は
担
当
者
が
写
真
撮
影

等
の
取
材
に
訪
れ
、
営
業
拠
点
の
な
い

地
域
は
、
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
で
求

人
内
容
を
編
集
す
る
こ
と
に
な
る
。

◆
官
公
需
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

福
留　

伸
一

官
公
需
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
知
的
財
産
権
②
最
低
制
限
価
格
制
度

③
地
元
優
先
発
注
④
入
札
用
件
⑤
行

政
・
議
会
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
中
小
印

刷
産
業
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
提
出
す

る
要
望
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
、
ま
た

経
済
産
業
省
に
も
調
査
結
果
を
提
供

し
、
官
公
需
の
現
状
と
課
題
を
共
有
化

し
た
。
そ
の
中
で
も
最
低
制
限
価
格
制

度
の
導
入
が
24
工
組
、
地
元
優
先
発
注

の
有
無
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
32
工

組
に
の
ぼ
る
。

１
．
知
的
財
産
権
の
好
事
例
と
し
て
、

「
愛
知
県
で
は
、「
印
刷
会
社
が
修
正
・

作
成
し
た
印
刷
用
デ
ー
タ
の
著
作
権

は
、
元
デ
ー
タ
を
県
が
提
供
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
印
刷
会
社
に
帰
属
す
る
の

で
、
印
刷
会
社
が
修
正
し
た
デ
ー
タ
を

県
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
庁
内
で
注
意
喚
起
し
て
い
る
。」「
兵

庫
県
は
、
仕
様
書
で
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ

ア
ウ
ト
等
を
「
要
」
と
し
た
場
合
や
イ

ラ
ス
ト
を
「
作
成
」、
写
真
を
「
業
者
準

備
」
と
し
た
場
合
は
、「
著
作
権
は
県

に
帰
属
す
る
」
と
は
記
載
で
き
な
い
こ

と
。
ま
た
仕
様
書
に
デ
ー
タ
を
求
め
る

か
ど
う
か
の
記
載
欄
を
設
け
る
と
と
も

に
、
求
め
る
デ
ー
タ
はPD

F 

の
み
と
す

る
。」
兵
庫
工
組
で
は
、
約
６
年
前
か
ら

全
印
工
連
な
ど
の
資
料
を
積
極
的
に
活

用
し
、
発
行
さ
れ
る
た
び
に
、
県
関
係

者
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。

２.

積
算
書
の
提
出
に
つ
い
て
以
下
の
観

点
か
ら
、
話
し
合
わ
れ
た
。

・
著
作
権
な
ど
積
極
的
に
権
利
の
主
張

を
行
う
の
も
良
い
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
バ

イ
ド
ー
ル
の
観
点
か
ら
、
考
え
方
の
変

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
著
作
権
の
評
価

額
の
問
題
で
す
。
今
の
印
刷
物
の
見
積

の
提
示
の
総
額
表
示
で
は
、
著
作
物
の

評
価
額
の
算
定
は
出
来
ま
せ
ん
。・
最
低

制
限
価
格
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
入
札
参
加
に
よ
り
、

�
印
刷
通
販
の
価
格
�
＋
�
諸
経
費
�

＝
応
札
金
額
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、そ
の
よ
う
な
価
格
の
応
札
防
止
効
果

が
見
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、価
格
の
標
準

化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

・
物
品
扱
い
か
ら
の
脱
却　

製
造
物
と

し
て
認
め
て
も
ら
う
。

・
積
算
書
の
提
出
す
る
こ
と
で
、
各
項

目
別
に
最
低
価
格
を
調
査
し
、
予
算
化

さ
れ
な
い
か
心
配
と
の
声
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
そ
こ
ま
で
心
配
す

る
必
要
が
な
い
の
で
は
と
の
意
見
も
あ

っ
た
。

・
不
当
廉
売
の
排
除
に
有
効　

※
積
算
書
の
項
目
の
例
（
案
）　
（
必
要

な
項
目
に
０
円
の
記
入
は
、
失
格
）
印

刷
用
紙
代
金　

印
刷
料
金　

製
本
料
金

　

デ
ザ
イ
ン
料
金　

版
下
作
成
訂
正
料

金　

発
送
費　

等

３
．
各
行
政
区
に
お
け
る
議
員
の
活
用

に
つ
い
て

行
政
に
対
し
要
望
等
を
行
う
に
は
、
議

員
を
通
じ
て
行
う
方
が
ス
ム
ー
ス
に
事

が
進
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の
報
告　
　

　

最
後
に
福
留
委
員
長
か
ら
、
組
合
を

積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。

　

官
公
庁
の
入
札
な
ど
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
な
ど
は
、
積
極
的
に
組
合
を
利
用

し
、
行
政
と
の
話
し
合
い
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
受付時間：平日午前 時～午後 時 分（窓口）
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社
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わ
ざ
わ
ざ
行
こ
う
四
国
高
知
へ


２
０
１
８
年
10
月
５
日
・
6
日
開
催

全
国
印
刷
文
化
典
・
高
知
大
会

組
合
員
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
下
記
は
旅
程
案
で
す
）

１
社
に
付
￥
１
５
、０
０
０
程
度
の
補
助
あ
り

参
加
費　

 

￥
４
１
、０
０
０
～
４
４
、０
０
０

13

13

貸
切
バ
ス
で
1
泊
4
食
付
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込

【旅程案】
10 月 5 日 ( 金 )
8:00 出発　奈良市＝＝（近畿道・中国道・明石海峡大橋）＝＝淡路ハイウェイオアシス（昼食はお弁当）＝＝（徳島道・
高知道）＝＝高知市・大会会場（三翠園）＝＝＝南国市（ホテル）　13:15 着　
13：30 ～記念式典・　記念講演会参加　＝＝　18:30 記念パーティ参加　　サザンシティホテル（旧ホリディ・イン高知）
宿泊
10 月 6 日 ( 土 )
9:10 出発　南国市（ホテル）＝＝高知市・大会会場（三翠園）＝＝市内観光（桂浜・坂本龍馬記念館）＝＝はりまや橋
／昼食『司　高知本店』＝＝＝市内観光（高知城・ひろめ市場）＝＝＝　（高知道・徳島道明石海峡大橋・中国道・近畿道）
＝＝＝奈良市　19:30 着
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